
算数科学習指導案 

指導者 海田町立海田西小学校 

                                      

１ 日 時  平成３０年２月１日（木） 第５校時 

２ 学 年  第３学年１組（男子 １２名 女子 １５名  計２７名） 

３ 単元名  見やすく整理して表そう ～調べて生かそう ランキング大作戦！～   

４ 単元について 

（１）単元観 

     本単元は，小学校学習指導要領算数の第３学年「Ｄ 数量関係」（３）「資料を分類整理し，

表やグラフを用いて分かりやすく表したり読み取ったりすることができるようにする。」のア

「棒グラフの読み方やかき方ついて知ること。」に基づいて設定した。 

表とグラフについては，第２学年で簡単な事柄を整理して表すことやそれを読むことを学習

してきた。表については，数える活動と合わせて１つの集団について１つの観点で分類整理し

た一次元表を扱ってきた。また，個数を●の数で表した初歩的なグラフも学習している。更に，

2 学期の社会科「スーパーではたらく人びとの仕事」では，調べたことを●を用いて表す活動

も取り入れてきた。 

本単元では，資料を整理して，その結果をまとめて分かりやすく表現する方法としてグラフ

を用いると有効であることに気付かせ，進んで表，グラフを活用する態度を育てることをねら

いとしている。 

（２）児童観 

     レディネステストでは，表に分類整理する問題については，通過率が 97％であった。また，

●を用いたグラフをかく問題は 100％の通過率であった。ほぼ理解していると言える。しかし

読む問題は，●の数を数えることはできていたが，項目の数の差を答えることのできない児童

が 15%いた。 

     また，話し合いなどのグループ活動を日常的に授業に取り入れている。少しずつスムーズに

行えるようになってきたが，全員が主体的に参加するところまでにはいたっていない。 

（３）指導観 

    児童が目的意識をもち，学習できるように「クラスの様々なことを調べてランキングに表し，

生活に生かす活動をしよう」という学習のゴールを児童につかませる。例えば，「給食の好き

な物調べランキングを行い，栄養士の先生に結果を伝え，献立に生かしてもらう」ことや「好

きな遊び調べランキングを行い，お楽しみ会の提案に生かす」などである。 

    指導に当たっては，資料を分類整理する必要感を大切にするために，中心資料はクラスや学

校に関わるデータを用いる。棒グラフは，資料の量や数の大小を比較するのに適しているので，

その見方やよさを実感させた上で，分類整理する要領と統計的な処理の手順について理解させ

ていきたい。また，目盛りの取り方や項目の配列，その他の扱いなど，なぜそのようにするの

か理由を明らかにし，指導していきたい。そして，表については，一元表の落ちや重なりがな

いように合計欄を用いてチェックしたり，２つの観点から分類整理した二次元表を用いたりし

て，表を用いる能力をいっそう伸ばすようにする。 

    このような技能的な面とともに，統計的に考察する力を育てていきたい。そのために，グラ

フを読み取り分かったことを交流したり，表やグラフのよさや気付きをペアやグループで話し



合ったりする活動を多く取り入れる。単元末には，グループで調べて生かしたいことを決め，

結果を表やグラフに表す活動を取り入れる。 

   

５ 単元の目標 

○ 表やグラフに表すことのよさに気付き，目的に応じた観点で資料を分類整理したり，表や棒グラ 

フに表そうとしたりする。                       【関心・意欲・態度】 

○ 目的に応じた資料の分類整理の仕方や棒グラフや表の表し方を考え，分かりやすく表すことを工 

夫することができる。                          【数学的な考え方】 

○ 資料を分類整理して表や棒グラフに表したり，表や棒グラフから資料の特徴や項目間の関係を読

み取ったりすることができる。                           【技能】 

○ 棒グラフの読み方やかき方，表を用いた表し方について理解する。       【知識・理解】 

 

６ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

 表やグラフに表すこ

とのよさに気付き，目

的に応じた観点で資料

を分類整理したり，表

や棒グラフに表そうと

したりしている。 

 目的に応じた資料の

分類整理の仕方や棒グ

ラフや表の表し方を考

え，分かりやすく表す

ことを工夫している。 

資料を分類整理して

表や棒グラフに表すこ

とができる。 

表や棒グラフから資

料の特徴や項目間の関

係を読み取ることがで

きる。 

 棒グラフの読み方や

かき方，表を用いた表

し方について理解して

いる。 

 

７ 本単元において育成したい資質・能力 

育成したい資質・能力は，①主体性 ②課題発見・解決力 ③チャレンジ精神④自らへの自信の４

つである。そのうち，本単元で重点的に指導したい資質・能力は次の３つである。 

育成したい資質・能力 本単元の学習を通して目指す姿 

主体性 
 資料を表や棒グラフに進んで表したり，表や棒グラフからいろいろ

な事柄を読み取ったりしている。 

課題発見・解決力 

 実生活や既習事項の中から課題を発見するとともに，発見した課題

に対して，既習事項を用いたり友達の考えを参考にしたりして表やグ

ラフに表すことを決め，解決しようとしている。 

自らへの自信 
 既習内容を活用しながら活動に取り組むことを通して，自分の考え

方のよさに気付くことができる。 

 

 

 

 

 

 



８ 単元の学習指導計画（全 10時間） 

時 学習内容 
評価 

関 考 技 知 
（・）評価規準（評価方法） 

（★）資質・能力の評価（評価方法）           

１  

○ 資料（3年生の学校生活にお

ける，けがの種類）から，けが

の種類別の人数を「正」の字を

使って整理し，表に表す。 

〇 表から気付いたことを話し

合うことから，「調べて生かそ

う ランキング大作戦」を行う

という学習課題を見付け，本単

元の学習の見通しをもつ。 

◎   ○ 

・ 資料を分類整理して表に表すことのよ

さに気付いている。   （観察・発言）   

・ 資料を分類整理して表に表すことのよ

さに気付いている。 （ノート・観察） 

★ 実生活の中から，学習課題を発見しよ

うとすることができる。  【課】（観察） 

 

２  

○ 資料を分類整理する方法や

整理結果を表にまとめる方法

を理解する。           ◎ 

・ 資料を分類整理するとき，資料に落ち

や重なりがないことを確認したり，誤り

が起きにくいような方法を考えたりして

工夫している。    （発言・ノート） 

★ 進んで表に表したり，表からいろいろ

な事柄を読み取ったりしている。     

【主】（ノート・観察） 

３ 

 

 

○ 資料を棒グラフに表すと，数

量の大小が分かりやすいこと

や棒グラフの読み方を理解す

る。 

〇   ◎ 

・ 表と棒グラフを比較する活動を通して，

棒グラフでは，数量の大小がひと目で分

かるよさに気付いている。（発言・ノート） 

・ 棒グラフの読み方を理解している。     

（発言・ノート） 

４  

○ 数量が横軸に表されている 

棒グラフを読み取る。 

 
  ◎  

・ 横軸に数量をとった棒グラフでも数量

や数量どうしの関係を読み取ることがで

きる。        （ノート・発言） 

★ 資料を棒グラフに進んで表したり，棒

グラフからいろいろな事柄を読み取った

りしている。  【主】（ノート・発言） 

５ 

６ 

 

○ 棒グラフのかき方を理解し，

棒グラフ（３年生がけがをした

場所と人数）にかく。 

〇 いろいろな資料を棒グラフ

に表す。 

 〇  ◎ 

・ 棒グラフの項目の並べ方や目盛りの付

け方を考え，分かりやすい表し方を工夫

している。      （発言・観察） 

・ 棒グラフのかき方を理解している。 

（ノート・観察） 

課題の設定 

情報収集 

情報収集 

情報収集 

情報収集 



７ 

 

 

○ 目盛りの付け方が異なる棒

グラフ（3年生のけがの種類と

人数）を見比べて，棒グラフに

ついての見方や考え方を広げ

る。（本時７／10） 

         ◎   

・ 目盛りの異なる複数のグラフを比較す

る活動を通して，目的に合った適切な目

盛りの付け方について考え，説明してい

る。                  （ノート・観察） 

★ 発見した課題に対して，既習事項を用

いたり友達の考えを参考にしたりして解

決しようとしている。   【課】（観察） 

８  

〇 一次元表を組み合わせた簡

単な二次元表を読む。 

 ◎   

・ １あたりの数量や２数の倍関係に着目 

して全体の代金の求め方を考え，説明して

いる。        （ノート・観察） 

９  

○ グループで調べた資料を表 

やグラフに整理し，交流する。 

 ◎ ○  

・ グループで調べたことを見る人に分か 

りやすく表やグラフに表すことができ

る。 

（グループで作成した表やグラフ・観察） 

・ それぞれのグループが表した表やグラ

フから気付いたことを進んで見つけよう

としている。     （ノート・観察） 

★ 既習内容を活用しながら活動に取り組

むことを通して，自分や友達の考え方の

よさに気付くことができる。【自】（観察） 

10  

〇 学習内容の定着を確認し，理

解を確実にする。 

    ◎ 

・基本的な学習内容を身に付けている。 

 

 

 

 

９ 本時の学習 

（１） 本時の目標 

目盛りの異なる複数のグラフを比較する活動を通して，目的に合った適切な目盛りの付け方に

ついて考え，説明することができる。 

（２） 本時の評価規準 

目盛りの異なる複数のグラフを比較する活動を通して，目的に合った適切な目盛りの付け方に

ついて考え，説明している。 

（３） 準備物 

目盛りの異なる棒グラフ（3年生のけがの種類と人数） ワークシート  ヒント 

カード 適用問題のグラフ 

 

 

 

★「深い学び」を実現した児童の具体 

 資料を分かりやすく表や棒グラフに表すこ

とを学びました。グループで調べたことを表や

棒グラフに表すことができました。それを生活

に生かすことができてうれしかったです。これ

からも学習したことを他の教科でも使ってい

きたいです。 

 

まとめ・創造・表現 

振り返り 

整理分析 

情報収集 



（４） 本時の展開 

過
程 

学習活動 

指導上の留意事項（◇） 

（◆「努力を要する状況」と判断

した児童への指導の手立て） 

評価規準 

（○）教科の指導事項 

（★）資質・能力 

（評価方法） 

導
入 

１ けがの種類と人数の棒グ

ラフ（目盛りの違う２種類の

グラフ）を見て，問題を捉え

る。 

◇ ２つのグラフは同じ結果を表

していることに気付かせ，今日

のめあてを考えさせる。 

 

展
開 

２ 本時のめあてを把握する。 

 

 

３ ２つのグラフの違いにつ

いて考え，見通しをもつ。 

（ペア）→（全体交流） 

 

 

 

 

 

４ ２つのグラフを比べて，分

かりやすく表しているのは

どちらか考える。 

（個人）→（グループトーク） 

→（全体交流） 

 

 

 

 

◇ １目盛りの大きさをそれぞれ

のグラフで確認する。 

◆ 既習である 1 目盛りの大きさ

の求め方を掲示しておき，それ

を参考にして考えさせる。 

◇ 1 目盛りの大きさによって，

グラフの見え方が異なることを

明らかにさせる。 

◇ 適切な目盛りの付け方が大切

であることをおさえる。 

◆ 棒の長さを比べて，短いこと

で何が分かりにくいかをヒント

カードに書かせる。 

◇ グループトークでは，「話し合

いの進め方」カードを司会者に

持たせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 目盛りの異なる

複数のグラフを比

較する活動を通し

て，目的に合った適

切な目盛りの付け

方について考え，説

明している。 

（発言・ノート） 

 

★ 発見した課題に

対して，既習事項を

用いたり友達の考

えを参考にしたり

して解決しようと

している。 

【課題解決力】（観察） 

 

 

 ２つのグラフを比べて，結果が分かりやすくかかれているのはどちら

なのか考えよう。 

協働の場面での児童の言葉 

・ グラフの棒の長さが短いと，差が分かりにくく，どれも人数があまり変わらないよ

うに見えるね。 

・ グラフの棒が，どれも目盛りと目盛りの間にあって見えにくいね。目盛りの付け方

は大事なんだね。 

・ 分かりやすいグラフというのは，特徴が分かったり，目盛りの人数がすぐに読めた

りすることなのかな。 



ま
と
め 

５ 学習のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 適用題を解く。 

 （「３年生がけがをした時間

と人数」を棒グラフに表

す。） 

        

 

 

７ 学習の振り返りをする。 

◇ グラフをかくときに気を付け

ることをまとめさせる。 

◆ 「分かりやすく棒グラフをか

くには」という言葉に続けてまと

めを考えさせる。 

 

 

 

 

◆ グラフで表したいことが分か

るように，1 目盛りの大きさを

考えさせる。一番大きい値から

考えさせる。 

◇ グラフから分かることや考え

たことを交流させる。 

◇ 友達や自分の考えのよさだけ

でなく，ランキング大作戦に生

かしたいことを振り返りとして

書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 板書計画 

 

2/1      ２つのグラフをくらべて，結果が分かりやすくかかれているのはどちらなのか考えよう。                         

        

                   ・○アはちがいが分かりにくい。 

                   ・○イはぼうの目もりが読みやすい。○アは読みにくい。 

 

  

 

 

・1 目もりの数 

・ぼうの長さ              ・グループでグラフをかくとき，１目もりの大きさをよく考えたい。 

                    ・グラフを読むときは，ぼうの長さだけでなく，目もりもきちんと 

確かめる。 

めあて 

見通し 

考える 

練習 まとめ 

ふり返り 

 

 

・ 分かりやすく棒グラフにかくには， 1 目もりの大きさに気をつける。 

・ 分かりやすく棒グラフにかくには，棒の長さや目盛りの数を考えてかくとよい。 

グループでグラフをかくときには，1 目もりをいくらにするか

よく考えようと思います。 

グラフを読むときは，ぼうの長さだけでなく，人数などの目も

りも確かめるようにしたい。 

3 年生の 

けがの種類

と人数 

グラフ○ア  

3 年生の 

けがの種類

と人数 

グラフ○イ  

分かりやすくぼうグラフにかくに

は，１目もりの大きさに気をつけ

る。 

けがをした時間と

人数の棒グラフ 



 


